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年 月 日 （ 金 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

1 0

0 1

0 0

5 17 6 4 10 0 0 4 14 22 24

○ ○ ○ ○ ○ 5 3 × ○ ○ ○

番 番

No. 号 号 No.

90 分 3 年 1 1 3 年 分

分 2 年 2 22 3 年 分

57 分 2 年 22 4 3 年 分

分 3 年 4 7 3 年 分

分 2 年 12 5 3 年 65 分

分 2 年 5 8 3 年 分

分 2 年 6 14 2 年 分

90 分 2 年 16 10 3 年 90 分

分 2 年 10 11 3 年 分

52 分 2 年 19 9 2 年 65 分

41 分 2 年 9 19 2 年 HT 分

1 分 2 年 17 30 2 年 分

分 2 年 3 3 3 年 分

分 1 年 24 15 3 年 分 5

22 分 2 年 25 16 2 年 分 9

9 分 1 年 7 17 2 年 分

分 2 年 8 13 3 年 分

19 分 1 年 13 24 3 年 分 10

16 分 2 年 14 26 1 年 分

分 1 年 15 27 1 年 分 19

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 6 0 1 1 4 分 15

分 2 0 1 0 分

分 0 1 1 0 分

分 1 1 2 1 分

分 0 0 0 0 分

分 0 0 0 0 分

No.

分 10 1 － 0

分 9 1 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 福田　峻平令和５年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技〈男子の部〉 準決勝 149

日  時 2023 6 9 13 ００ キックオフ 会  場 アスパ五色メイン

天  候 晴れ 微風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 田村　孝次 記  録 芝切　淳 平野　敦士 観 衆 430

主  審 福田　峻平 副審１ 中川　琢士 副審２ 北井　僚 第４の審判員 土井　豪規

 チーム名 延kick off

1
(5)

前半

1
(3)

 チーム名 kick off

相生学院高校 後半 滝川第二高校

○×  先 PK戦 ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 中山　荘太木村　匠斗 GK

DF 宮下　烈 1村上　大虎 DF

DF 佐藤　颯介長嶋　志歩 DF

DF 向田　心瑠日高　吏都 DF

DF 柿原　一斗児玉　晴輝 DF

MF 寺阪　蒼空1 高本　幹大 MF

MF 三宅 蔵ノ助角山　壮大 MF

MF 山本　宗汰 2 3杉浦　煌仁 MF

MF 髙嶋　大夢3 １* 河本　大雅 MF

FW 村松　風亜 1 １*山崎　徹也 MF

FW 前田　大翔1 池内　颯海 FW

GK 竹本　   航釜田　統生 GK

DF 後藤　煌貴牧野 真那斗 DF

MF 土山　海偉佐々木　琉 DF

MF 横田　圭佑榎田　蓮 MF

MF 川上　瑠已3 宮城   　丸 MF

FW 大谷　陵瑛川田　徳周 MF

FW 西村　禮1 知名　禅太 MF

FW 中込　凱斗中村　   和 MF

FW 空久保　善 1山内　大地 FW

71 警告 角山　壮大 反ス 10 7 2

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

3 1 9 70＋２ 警告

事 由前半 後半 合 計 時 間

土山　海偉 ラフ

1 0 1

9 3 4 Ｇ Ｋ 5 6 12

4 2 1 Ｃ Ｋ 0 0 1

間接ＦＫ1 0 1

5 直接ＦＫ 7 4 1413 6

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得
 

点
 

経
 

過

9 相生学院 河本 右 19

40 滝川第二 村松 右

∩ 中央 10 S

10 ∩ 中央 9 HS

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 琴丘／西脇工 氏 名 福島達／川口　

晴天の中、相生学院1-4-1-4-1、滝川第二1-4-4-2でkickoff。滝川第二は、GKからのビルドアップで攻撃を試みるが相生学院の前線からのプレスで

中々相手陣地に進めない立ち上がりであった。相生学院は、高い位置でボールを奪うと9池内のポストプレーを起点に左サイド10河本のドリブルでチャン

スをつくる。前半9分、19山崎からののクロスで10河本がゴールを決め先制する。滝川第二が果敢にグラウンダーで縦パスを入れようとするが、つながら

ずロングボールが増える。相生学院は、攻撃から守備の切り替えが早くスピーディーに攻撃を進め試合を展開するが、追加点が取れず1点リードのまま前半

終了。後半、滝川第二は、ビルドアップ時にDFとMFが低い位置を取り相生学院を引き込み、２トップと相手センターバックをマンツーマンの状況にボー

ルを入れチャンスを作ろうとする。40分滝川第二は、10山本のクロスから9村松がヘディングでゴールを決め同点に追いつく。相生学院は、FWと右サイ

ドの選手を交代し、高い個人技で相手ゴールに迫る。一進一退の攻防が続き1-1のまま後半が終了し延長戦に突入。延長戦では、お互い決定機を作るも決め

切れずPK戦となり、途中出場した相生学院GK17釜田が滝川第二の一本目を止め5-3で相生学院が決勝戦へと進んだ。PK戦まで戦った両チームに賛辞を

贈る。


